
　仏教でいうところの「火車」というのは轟火をまとった荷車で、これに乗せられて罪人は地獄へ
と運ばれていくんだそうです。いっぽう妖怪の「火車」といえば獣のような風体の妖怪で、一般に

は化猫がその正体と言われています。 

　君なんかはわりと陰気で幸うすそうな顔をしているから、他人様の葬式に参列する機会もそこそ
こ多かろうと思います。そんな君がいつものように誰かの葬式に参列したとするでしょ。君はおろ
し立ての礼服にテンションがあがり「今のオレって『レザボアドッグス』みたいでマジかっ
けー！　ファーック！」なんて不遜なことを考えているんだけど、あくまで外ヅラは神妙そうな面
持ちで、出棺のようすを涙目で眺めていたりするよね。そんなとき、とつぜん暗雲風雨とともに怪物
があらわれて、棺の中の死体を奪っていくことがたまにあるじゃないですか。さらにその後、遺族の
連中が妙にばつの悪い顔をしていたりしますよね。そう。あれです。あれなんです。あの怪物こそが、

あの現象こそが「火車」なんです。 

　では、火車の出現条件とは何か。それは礼服を着ると『レザボアドッグス』を想起してテンション
の上がる阿呆な参列者がいることでも、参列者の中に『レザボアドッグス』みたいに裏切り者がい
て火車の手引きをすることでもありません。条件はたった一つ。それは死人が生前罪深い人であっ
たか否か。火車は罪人が死んだときにしか現れないといわれます。だから火車の襲来によって故人
の罪深さを曝かれてしまった遺族たちは、あたかもマドンナの「ライク・ア・ヴァージン」のよう

に顔を赤らめうつむいてしまうのだね。 

　この妖怪に一泡吹かせる方法はいくつかあります。たとえば葬式を二部構成にして、第一部では棺
の中に石ころを詰めて出棺する、つまり火車にハズレをつかませてやるという寸法。しかし石ころ
の詰まった棺桶を運ぶなんて重くて疲れるので、必ず火車が出る、つまり故人が本当にしょうもな
いゴミクズ人間だとわかりきっているケース以外はやらないほうが無難だと思います。あとは、数
珠を投げつければ良いとか、棺の上に髪剃を置いておけとか、楽器を鳴らせとか。宮崎では出棺前に
「バクには食わせん」もしくは「火車には食わせん」という呪文を2回唱えるべし、なんていう予
防法があるんだそうです。うーん、いろいろとめんどい。悪人というのは死してなお周囲に迷惑をか

けるものなのですね。悪人マジでしょーもねーなー。 
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